
報告事項 ３ 

 

県立夜間中学の追加設置及び外国にルーツのある生徒を対象とした 

中高一貫校の導入について 

このことについて、別紙資料に基づき報告します。 

 

 

 

 

令和５年４月１２日  

 あいちの学び推進課  
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（別紙） 

県立夜間中学の追加設置及び外国にルーツのある生徒を対象

とした中高一貫校の導入について 

 

愛知県教育委員会では、２０２３年１月にこれからの定時制・通信制教育のあり方を 

まとめた「愛知県 定時制・通信制教育アップデートプラン」及び県立高校への併設型  

中高一貫教育の導入についての基本的な考え方をまとめた「愛知県 中高一貫教育導入 

方針」を策定・公表した。 

策定・公表以降、地域や学校の状況を踏まえて検討した結果、以下のとおり進めていく

こととした。 
 
１ 県立夜間中学の追加設置（詳細は別紙１のとおり） 

  「愛知県 定時制・通信制教育アップデートプラン」において、豊橋工科高校に加え、

「外国人が多く居住する名古屋市や尾張地区、西三河地区への設置を検討」するとして 

いた。 

（１）検討経過 

   外国人生徒や不登校経験者が多く在籍する地域において、夜間定時制を併設する高校

への夜間中学の設置について、地元市教育委員会、学校関係者と意見交換を行った。 

その結果、西三河地区では豊田西高校、尾張地区では小牧高校及び一宮高校に夜間中

学を設置することとした。 

（２）設置場所・開校時期（太枠：今回追加） 

地 区 設置場所 開校時期 

東三河 豊橋工科高校 夜間定時制（豊橋市） ２０２５年４月（公表済み） 

西三河 豊田西高校 夜間定時制（豊田市） 

２０２６年４月 
尾 張 

小 牧 高 校 夜間定時制（小牧市） 

一 宮 高 校 夜間定時制（一宮市） 

  ※名古屋市内の設置については、現在、名古屋市において検討中 

 

２ 外国にルーツのある生徒を対象とした中高一貫校の導入（詳細は別紙２のとおり） 

  「中高一貫教育導入方針」において、「西三河地区の外国人生徒選抜実施校を中心に  

検討」するとしていた。 

（１）検討経過 

   外国にルーツのある生徒を対象とした中高一貫校について、西三河地区の外国人生徒

選抜実施校（衣台高校、安城南高校、豊田工科高校、知立高校）（※）を中心に検討    

した。この４校の中では、衣台高校が、外国人生徒選抜による入学者が最も多く、学校

全体で日本語教育に力を入れている。 

そこで、衣台高校をモデル校として、まずは、日本語と母語による指導カリキュラム

の開発を大学と共同して進め、その成果を踏まえて、地元市との連携型の中高一貫校を

目指していく。 

※外国人生徒選抜：外国籍をもち、小学校４年以上に編入した人、又は、入国後の在

日期間が６年以上の人を対象とした高校入学者選抜。現在、１２校で実施。 
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（２）導入候補校（連携型） 

地 区 導入候補校 開校時期 

西三河 衣台高校（豊田市） ２～３年後を目途 

 

３ 今後の検討体制 

（１）夜間中学 

学校ごとに、県・市教育委員会・学校の実務者によるワーキンググループを設置。 

具体的な内容を検討し、教育関係者による「県立高等学校再編将来構想具体化検討委

員会」（※）で具体化を進めていく。 

また、外国にルーツもつ子供たちや不登校の子供たちの支援を行っている関係団体、

有識者の方々との意見交換も行いながら、子供たちのニーズにあった学校づくりを進め

ていく。 

※「県立高等学校再編将来構想具体化検討委員会」： 

   県立高等学校における、２０３０年代半ばを見据えた今後の魅力化・特色化、

再編の将来的な取組の方向をまとめた「県立高等学校再編将来構想」の、取組の

検証と更なる具体化について検討する教育関係者による委員会。 

（２）外国にルーツのある生徒を対象とした中高一貫校 

豊田市及び衣台高校と、中高一貫教育の導入について、適宜検討を行い、教育関係者

による「県立高等学校再編将来構想具体化検討委員会」で具体化を進めていく。 

また、外国にルーツもつ子供たちへの支援を行っている関係団体、有識者の方々との

意見交換も行いながら、子供たちのニーズにあった学校づくりを進めていく。 

 



   １ 県立夜間中学の設置・支援内容等    
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１） 夜間中学の設置（太枠：今回追加）  

（外国人居住者が多い市（2022 年６月現在））                    （不登校児童生徒数） 

       

      

      

地 区 設置場所 地域、中学校などの状況 夜間定時制高校の状況 開校時期 

東三河 

豊橋工科高校 

夜間定時制 

（豊橋市） 

〇豊橋市は、外国人が、名古屋市に次いで、県内で２番目に多く居住している。 

〇日本語の習得が十分でないため、夜間中学で学びたいという外国人のニーズがある。 

〇週１回程度、日本語学習の時間を設定。 

〇在籍生徒数 １２１人のうち、 

 日本語指導が必要な生徒       １割程度 

 中学３年時に３０日以上欠席した生徒 ３割程度 

２０２５年 

４月 

（公表済み） 

西三河 

豊田西高校 

夜間定時制 

（豊田市） 

〇豊田市は、外国人が、名古屋市、豊橋市に次いで、県内で３番目に多く居住している。 

〇日本語の習得が十分でないため、夜間中学で学びたいという外国人のニーズがある。 

〇週２回程度、日本語学習の時間を設定。 

〇在籍生徒数 ８７人のうち、 

 日本語指導が必要な生徒       ２割程度 

 中学３年時に３０日以上欠席した生徒 ３割程度 

２０２６年 

４月 

〇豊田市は、不登校児童生徒が多く在籍している。 

〇長期欠席により学習が十分でないため、夜間中学など多様な学びの場を求める生徒のニーズ

がある。 

尾 張 

小牧高校 

夜間定時制 

（小牧市） 

〇小牧市は、外国人が、県内で６番目、尾張地区で最も多く居住している。 

〇日本語の習得が十分でないため、夜間中学で学びたいという外国人のニーズがある。 

〇経済的に厳しい外国人家庭の生徒は、公立高校への進学を希望するが、日本語習得が十分で

なく、基礎学力がついていないケースが多い。 

〇週４回程度、日本語学習の時間を設定。 

来年度から学校設定教科「日本語」を開設。 

〇在籍生徒数 １２１人のうち、 

 日本語指導が必要な生徒       ３割程度 

 中学３年時に３０日以上欠席した生徒 ４割程度 

一宮高校 

夜間定時制 

（一宮市） 

〇一宮市は、不登校児童生徒が多く在籍している。 

〇不登校生徒の中には、夕方登校し、学習支援を受けている生徒がいる。 

〇不登校生徒の新たな学びの場の確保が求められている。 

〇夜間中学で学びたいという生徒のニーズがある。 

〇週１回程度、日本語学習の時間を設定。 

〇基礎・基本を重視した少人数での指導を実施。 

〇在籍生徒数 １１９人のうち、 

 日本語指導が必要な生徒       ３割程度 

 中学３年時に３０日以上欠席した生徒 ４割程度 

別紙１ 

〇 「定時制・通信制アップデートプラン」（２０２３年１月策定・公表）において、夜間中学は、豊橋工科高校（東三河）に設置（２０２５年４月開校）することとした。 

加えて、外国人が多い名古屋市、尾張地区、西三河地区への設置を検討することとした。 

〇 外国にルーツのある生徒や不登校経験の生徒が多く在籍する尾張地区、西三河地区の地元市教育委員会、学校関係者と意見交換を行った。 

その結果、西三河地区で１校（豊田西高校）、尾張地区で２校（小牧高校・一宮高校）の夜間定時制高校への設置（２０２６年４月開校）を進める。 

   ・第一次設置校：東三河地区 豊橋工科高校（２０２５年４月開校（公表済）） 

   ・第二次設置校：西三河地区 豊田西高校、 尾張地区 小牧高校・一宮高校（２０２６年４月開校） 

・名古屋市 86,043 人   ・小牧市  10,549 人 

・豊橋市  19,716 人   ・春日井市  8,291 人 

・豊田市  18,935 人   ・安城市   7,910 人 

・岡崎市  12,909 人   ・一宮市   7,418 人 

・西尾市  10,680 人   ・豊川市   7,403 人 
 

文部科学省「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」
により、市町村別の児童生徒数は非公表 

３ 



 

（２） 夜間中学の対象となる生徒、教員数、支援内容等 

 

 

≪夜間中学の教育課程のイメージ≫ 

入学前の学習状況、日本語の習得状況に応じ、コースに分かれて学習 

 

 

 

 

 

「若者・外国人未来塾」との連携 

夜間中学の生徒、定時制の生徒の日本語習得と学び直しを支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項    目 内         容 

① 対象となる生徒 

〇 義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方 

〇 不登校など様々な事情により十分な教育を受けられないまま中

学を卒業した方 

〇 本国や我が国で義務教育を修了していない外国籍の方 

※不登校の生徒が中学校に籍をおきながら夜間中学へ通うことも

可能  

② 生徒数 

〇 各学年１学級１０人程度、全体で１０～３０人程度（定員なし） 

日本国籍の生徒が２割、外国籍の生徒が８割 

  日本国籍の生徒の半数は６０歳以上 

外国籍の生徒はほとんど１５才～３９才 

 ※国籍、年齢層については、文部科学省「令和元年度夜間中学に関

する実態調査」から推計 

③ 教員数 
〇 専任の管理職１人、教諭１０～１５人程度、養護教諭１人、通訳な

ど、合計１５人程度 

④ 支援内容 

外国人生徒 

〇 日本語専門教師による日本語の習得に向けた系統的な学習を実施 

〇 母語指導教師による学習や生活支援を実施 

〇 外国にルーツをもつ生徒が日本語を含む学力を身に付ける 

 

 

不登校生徒 

〇 学齢期を経過した生徒が中学校卒業程度の学力を身に付ける 

 

 

 

〇 学齢期の不登校生徒が、在籍校に籍を置きながら夜間中学におい

て授業を受けられる学びの場を提供 

⑤ 学校施設 

〇 教室（ホームルームや特別教室）、図書室、保健室、運動場、体

育館は、高校施設を共用 

〇 職員室は、既存の部屋を改修 

〇 豊田西高校は、主に中高一貫の中学校施設を共用 

⑥ 「若者・外国人未来塾」 

との連携 

〇 「若者・外国人未来塾」を運営するＮＰＯ、外部の専門機関の日

本語指導者・学習支援員が、夜間中学を訪問し、生徒の日本語習得

と学び直しを支援 

【外国人生徒への日本語教育の充実】 

Ａ 日本語の基礎の習得（３～６か月程度） 

  

Ｂ 教科の基礎学習、日本語の補習 

  

Ｃ 念入りな復習、個別の対応 

  

Ｄ 中学校の教科の内容の学習 

【不登校生徒の学び直しの支援】 

Ａ 学習の取得状況に応じた基礎の習得 

  

Ｂ 反復学習による知識の定着 

  

Ｃ 中学校卒業程度の学力の習得 

 

参加 参加 

夜間中学 

の生徒 
 定時制 

 の生徒 
 

(外国人生徒) 

日本語サポート教室 

 
(不登校生徒) 

学び直し教室 

 

出張 

「若者・外国人未来塾」を運営するＮＰＯ、外部の専

門機関の日本語指導者・学習支援員 

４ 

就職を希望する生徒が多いことから、高校で日本語を含
めた学力を身に付けることができるよう、夜間定時制高
校への進学を支援 

 

基礎からの学び直しにより、確かな学力を身に付け、社
会的自立ができるよう、夜間定時制高校への進学や就職
を支援 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入候補校 

（所在地） 
豊田市・衣台高校における外国人生徒教育の現状 ステップ１：連携型中高一貫校の導入 

 

 

ステップ２：併設型中高一貫校への移行 

衣台高校 

（豊田市） 

＜豊田市＞ 

○ 母語を活用した小中学校のカリキュラムが開発されており、外国

人が集住する小中学校を中心に、日本語能力の測定結果を指導に生

かす実践研究に取り組んでいる。 

＜衣台高校＞ 

○ 外国人生徒選抜で合格者が多く、日本語指導が必要な生徒を全日

制で最も多く受け入れている。 

2023 年度から、大学と共同して、母語を活用した高校のカリキュ

ラムの研究を開始する。 

 

○ 衣台高校と豊田市立中学校の研究成果

を生かした連携型中高一貫教育により、

中高６年間継続した外国人生徒へのきめ

細かな支援を行う。 

 

※ ２～３年後を目途に導入 

 

〇 衣台高校における研究をさらに深め、外

国にルーツのある生徒を対象とした中高一

貫教育のメリットを地元中学校に周知し、

中学段階から生徒が集まる環境をつくり、

併設型中高一貫校への移行を目指す。 

※（導入の時期は、進捗状況を踏まえ検討） 

 

 

（参考）西三河地区の外国人生徒選抜実施校の合格者数 （－は未実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 外国にルーツのある生徒を対象とした中高一貫校について、西三河地区の外国人生徒選抜実施校（衣台高校、安城南高校、豊田工科高校、知立高校）を中心に検討した。 

この４校の中では、衣台高校が、外国人生徒選抜による入学者が最も多く、学校全体で日本語教育に力を入れている。 

〇 外国にルーツのある生徒は、日常生活に必要な日本語に加えて、教科の内容を理解するために必要な日本語の習得が課題となるケースが多い。そこで、通常の日本語指導と 

並行しながら、母語を活用した教科指導により学習能力を上げていく必要がある。 

〇 衣台高校は、２０２３年度から、大学と共同して、日本語と母語による指導カリキュラムの研究を開始する予定である。 

衣台高校をモデル校として、カリキュラム開発を進め、その成果を踏まえて、まずは、地元市との連携型の中高一貫校を目指していく。（２～３年後を目途とする。） 

２ 外国にルーツのある生徒を対象とした中高一貫校の導入イメージ 

５ 

入学年度 衣台高校 安城南高校 豊田工科高校 知立高校 

2019 年度 ９人 １人 １人 － 

2020 年度 １２人 ４人 ０人 ０人 

2021 年度 １１人 ９人 １人 ０人 

2022 年度 １１人 ４人 ０人 １人 

2023 年度 １４人 ５人 ０人 ３人 

別紙２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保見 

浄水 

猿投 

小原 

足助 

石野 

藤岡南 

藤岡 

前林 
高岡 

上郷 

竜神 

末野原 
豊南 

松平 

益豊 

下山 

旭 

逢妻 朝日丘 

崇化館 

梅坪台 

美里 

猿投台 

井郷 

高橋 

404 

12 

12 

65 

11 

125 

30 

58 

77 

96 

90 

25 

3 

3 
64 

6 
32 

20 

5 

21 

20 
5 

0 

0 

14 

28 

・外国人児童生徒数は令和４年学校基本調査による。 
・児童の居住地により複数の中学校が割り当てられている小学校の外国人児童数については、小学校が立地する中学

校へ算入してある。 

1 

稲武 

６ 

衣台高校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

夜間中学 

夜間定時制課程 

中高一貫校 

若者・外国人未来塾 

（日本語学習支援を実施） 

若者・外国人未来塾 

外国人児童生徒が多い地域 

一宮市立 
中央図書館 

豊田市 
青少年センター 

豊橋市 
青少年 
センター 

県図書館 
【尾張学区】 

【三河学区】 刈谷市 
城町図書館 
 

春日井若者 
サポートステーション 
 

がまごおり若者 
サポートステーション 

愛西市 
文化会館 

ちた地域若者 
サポートステーション 

●☆豊田西高校 
2026 年４月開校 

●☆ 

豊橋工科高校 
2025 年４月開校 

●☆小牧高校 
2026 年４月開校  ●☆一宮高校

2026 年４月開校 

☆ 
 

小牧高校 
一宮高校 

名古屋市は、 
2025 年４月開校 

予定 

豊田西高校 

豊橋工科高校 

県立夜間中学、外国にルーツのある生徒を対象とした中高一貫教育の導入校の配置について 

 衣台高校（順次導入） 

  


